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謹んで新年のお慶びを申し上げます

市 川 市 農 業 委 員 会

農業委員会委員一同

竹内会長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
、
農
家
の
皆
様
方
に
は
農
業
委
員
会
活
動
の

推
進
に
あ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
４
月
に
千
葉
県
知
事
の
交
代
、
９
月
に
は

政
権
交
代
、
そ
し
て
12
月
に
は
大
久
保
新
市
川
市
長
が

誕
生
し
、
ま
さ
に
チ
ェ
ン
ジ
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
、
千
葉
県
、
市
川
市
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ッ
プ
が

交
代
し
、今
後
ど
の
よ
う
な
社
会
を
築
い
て
い
く
の
か
、

我
々
、
農
家
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
と
し
て
、
注
目
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
12
月
に
は
「
平
成
の
農
地
改
革
」
と

も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
改
正
農
地
法
の
施
行
や
そ
れ
に

伴
う
関
連
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
大
幅
な
農
地
制
度
の

見
直
し
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
し
い
農
地
制
度
の
も
と
で
、
農
家
の

皆
様
の
た
め
、一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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お

知

ら

せ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

例
年
通
り
「
市
川
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
配
布

い
た
し
ま
す
。
農
家
組
合
員
の
方
は
連

絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
、
ま
た
、
農
家
組

合
に
未
加
入
の
方
は
直
接
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
１
月
10
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
要
件
は

市
川
市
内
に
在
住
し
、
平
成
２
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

一
、
10
ａ
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の

業
務
を
営
む
者

二
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
と
同
居
の

親
族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
者

　

名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
と
農
業
委

員
の
選
挙
が
あ
っ
た
場
合
に
選
挙
権
が

な
く
な
り
ま
す
。
登
載
資
格
の
あ
る
方

で
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
必
ず
ご
連
絡

編

集

後

記

　

２
０
１
０
年
、寅
年
の
始
ま
り
で
す
。

皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
政
治
の
世
界
で
は
、
政
権
が
交

代
し
ま
し
た
が
、
４
年
前
の
郵
政
選
挙

を
振
り
返
っ
て
、
こ
の
政
権
交
代
を
誰

が
予
想
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　

な
に
は
と
も
あ
れ
、
ど
の
政
党
が
政

権
を
と
っ
て
も
、
誰
も
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。
特
に
、
我
々
農
業

者
が
、先
祖
代
々
守
っ
て
き
た
農
地
で
、

い
つ
ま
で
も
食
べ
て
い
け
る
社
会
を
願

い
た
い
も
の
で
す
。

　

本
年
も
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
皆
様

に
お
届
け
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

好
夫
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く
だ
さ
い
。

農
業
新
聞
の
ご
購
読
を

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
全
国
農
業
会

議
所
が
発
行
し
て
い
る
農
家
の
た
め
の

情
報
誌
で
す
。

　

農
家
の
生
活
に
密
着
し
た
内
容
で
、

農
業
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
も
ご
購
読
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月

額
６
０
０
円
（
送
料
込
み
）
購
読
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
他
の
制

度
に
は
無
い
農
業
者
に
と
っ
て
安
心
で

き
る
年
金
制
度
で
す
。
一
定
の
要
件
が

あ
れ
ば
国
か
ら
保
険
料
助
成
も
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
若
し
く
は
Ｊ
Ａ
市
川
市
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

補
助
金
を
活
用
し
よ
う
⑤

　

市
の
農
業
補
助
金
に
つ
い
て
前
号
に

続
き
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○
防
鳥
網
等
設
置
事
業

　

防
鳥
網
等
を
設
置
す
る
市
内
の
梨
生

産
者
に
対
し
て
、
当
該
事
業
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
額

○
農
薬
飛
散
防
止
施
設
設
置
事
業

　

平
成
18
年
度
か
ら
食
品
衛
生
法
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
が
導
入
さ
れ
て
、

農
薬
の
残
留
基
準
値
が
厳
し
く
な
っ
た

こ
と
に
伴
う
飛
散
防
止
対
策
に
係
る
施

設
の
設
置
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
事
業

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
額

問
い
合
わ
せ
先

市
川
市
役
所　
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２
０
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市
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セ
ン
タ
ー

電
話
（
３
３
８
）
３
５
０
０
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下限面積 区　　　　域
50アール 南大野、大野町、柏井町、大町、奉免町

30アール
国分、中国分、北国分、稲越町、曽谷、
下貝塚、東国分、堀之内

20アール 上記以外の区域

　農地の権利（所有権、賃借権等）を取得する場合は、
農地法第３条の許可が必要となります。法律では、農地
の権利取得要件として、権利を取得しようとする者は、
権利の取得後において面積の合計が50アール以上とな
らなければ権利を取得できないことになっております。
しかし、一定の要件を満たす場合は下限面積を設定し要
件を緩和することができます。これまで下限面積は知事
が定めておりましたが、農地法が改正され農業委員会が
定めることとなりました。
　農業委員会では、各農業関係者の意見を聴くとともに、
農家の規模や戸数を勘案し、設定地区をいままでの大字
（町）別設定から旧町村別設定としました。また、下限
面積については、小規模農家が多い現状を考慮し、小規
模農家でも農地を取得しやすいように設定しました。

　平成21年６月24日、「農地法の一部を改正する法律」が公布され、12月15日から新たな農地制度
がスタートしました。改正農地法の施行にあわせ農業経営基盤強化促進法、農振法、農協法の改正
や、相続税納税猶予制度の見直しなどが行われました。

改正農地法の施行にともない、農地の権利取得要件にかかる下限面積を見直しました。

改正農地法が12月から施行されました。

50アール

30アール

20アール

農地を貸しやすく借りやすくし、農地を最大限利用
〇農地法の目的等の見直し
　農地は、「耕作者自らが所有することを最も適
当とする」という考え方を、「農地の効率的な利
用を促進する」に改められました。

〇農地を利用する者の確保・拡大
　農地の所有は耕作者主義を尊重し、引き続き
農業従事者または農業生産法人に限られます。
　一方、貸借については、一般企業やＮＰＯ等の
法人でも一定の条件の下に利用が認められるよう
になりました。

〇農地の面的集積の促進
　市やＪＡ等の機関が、農地の所有者の委任を
受け、農地の借入れ（買入れ）貸付け（売渡し）
の調整を図る農用地利用集積計画により農地の
効率的な利用を促進します。（この計画による貸
借計画では、小作権等の権利は発生しません。期
間満了をもって所有者の管理に戻ります。）

〇耕作放棄地対策の強化
　耕作放棄地所有者等に対する指導・勧告が強化
されました。

これ以上の農地の減少を食い止め、農地を確保
〇農地転用規制の厳格化
　公共施設への転用は、許可の対象となりました。

〇違反転用に対する罰則を強化
　違反転用や原状回復命令違反者への罰則が強化
されました。（法人：罰金300万円⇒１億円）

〇相続における権利移転
　相続等により農地の権利を取得した者は、農業
委員会への届出が義務付けられました。

農地税制の見直し
〇相続税納税猶予制度の見直し
　農地を貸すと打ち切りになった納税猶予ですが、
一定の要件を満たせば、認定農業者等の担い手に
貸した場合は適用が継続できるようになりました。
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（２）
　

11
月
10
日
、
市
川
市
農
業
委
員
会
と

市
川
市
農
業
士
等
協
会
共
催
で
「
農
業

者
に
よ
る
意
見
交
換
会
」
が
Ｊ
Ａ
市
川

市
本
店
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
60
名
の

農
業
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
竹
内
一
雄
農
業
委
員
会
会

長
と
朝
倉
忠
文
農
業
士
等
協
会
会
長
が

挨
拶
を
し
た
後
、
来
賓
の
小
泉
勉
Ｊ
Ａ

市
川
市
代
表
理
事
組
合
長
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
都
市
部
の

優
位
性
を
活
か
し
た
「
販
売
方
法
を
考

え
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
石
橋
達
郎
氏
（
全
農
千

葉
県
本
部
営
農
直
販
部
長
）
か
ら｢

最

近
の
直
販
の
動
向
に
つ
い
て｣

基
調
講

演
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
生
産
・

販
売
事
業
対
策
に
つ
い
て
の
取
組
み

や
、
県
内
Ｊ
Ａ
直
売
所
、
契
約
販
売
、

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
事
例
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
都
市
農
業
に
は
、
消
費
者

が
身
近
に
い
る
こ
と
や
売
り
場
が
あ
る

こ
と
な
ど
遠
隔
地
に
は
な
い
た
く
さ
ん

の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
有
効
に
活
か
し
、
消
費
者
や
実

需
者
と
の
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
を
核
に
新
し

い
農
業
経
営
は
十
分
可
能
と
話
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
実
際
に
ス
ー
パ
ー
と

の
契
約
販
売
を
行
っ
て
い
る
国
分
の

清
水
浩
大
氏
、
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
出
荷

し
て
い
る
須
和
田
の
田
中
幸
恵
氏
か
ら

意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
両
氏
と
も

都
市
農
業
は
消
費
者
が
身
近
に
い
る
の

で
、
新
鮮
な
野
菜
が
提
供
で
き
る
利
点

を
最
大
限
に
生
か
し
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
元
ち
ば
エ
コ
農
業
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
伊
与
久
剛
史
氏
か
ら
は
、

安
全
・
安
心
・
新
鮮
そ
し
て
、
生
産
者

と
消
費
者
の
お
互
い
の
顔
の
見
え
る
農

業
の
実
現
と
い
う
こ
と
で
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
基
調
講

演
や
意
見
発
表
を
基
に
参
加
者
全
員
に

よ
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
予

定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
熱
の
こ

も
っ
た
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
盛
況
の
う

ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

市
川
市
農
業
士
等
協
会
が

千
葉
県
農
業
会
議
会
長
賞
を
受
賞

　

11
月
６
日
、
平
成
21
年
度
千
葉
県
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
大
会
に
お
き
ま

し
て
、
市
川
市
農
業
士
等
協
会（
会
長
・

朝
倉
忠
文
氏･

会
員
30
名
）
が
柏
井
小

学
校
の
児
童
や
保
護
者
と
合
同
で
実
施

し
て
い
る
「
花
畑
づ
く
り
活
動
」
が
耕

作
放
棄
地
発
生
防
止
・
解
消
活
動
表
彰

事
業
部
門
で
千
葉
県
農

業
会
議
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

東
葛
飾
農
業
委
員
会

連
合
会
管
内
視
察

　

11
月
26
日
、
東
葛
飾
８
市
の
農
業
委

員
会
会
長
と
事
務
局
長
が
、
我
孫
子
市

の
花
卉
栽
培
農
家
と
に
ん
に
く
の
新
芽

を
栽
培
し
て
い
る
新
規
就
農
事
業
者
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
事
業
者
は
、
我
孫
子
市

で
第
１
号
の
特
定
法
人
貸
付
事
業
と
し

て
誕
生
し
た
株
式
会
社
で
す
。
に
ん
に

く
１
株
か
ら
新
芽
４
回
の
収
穫
が
可
能

で
収
益
も
大
き
く
、
今
後
も
事
業
拡
大

を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。（
写

真
）

販
売
方
法
を
考
え
よ
う
！

第
４
回
農
業
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催


